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マトリックスクラック先端近傍の樹脂は弾性的な特性を持つとする SSV モデルを導入し、メッシュサイズを 2 
nm と非常に細かく設定することで、繊維破断部近傍の隣接繊維表面の局所的な領域において応力が高まる可能
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性があることを示した。 
4. 炭素繊維の単繊維強度分布に複合ワイブル分布を用いるとともに、繊維破断部近傍に隣接した繊維表面の応力
集中係数2.0を導入したばね要素モデルにより一方向CFRP複合材料の引張強度予測を行ったところ、実験結果
を精度良く再現できることを示した。 
以上のように、本博士論文では、航空機用途における軽量化に直結する一方向CFRP複合材料の繊維方向引張
強度の支配因子を理解することと正確な引張強度予測モデルを提案することで、CFRP複合材料の更なる物性向
上と繊維・樹脂・界面の設計指針を得ることを目的とした。その結果、炭素繊維の単繊維強度分布には高強度領
域の分布が狭い複合ワイブル分布の適用が妥当であり、複合ワイブル分布を用いるとともに繊維破断部近傍のマ
トリックスクラックによる隣接繊維表面への局所的な応力集中を考慮することで、一方向CFRP複合材料の繊維
方向引張強度を正確に予測できることを示した。本博士論文より、マトリックスクラック形成を抑制する樹脂開
発と繊維表面への応力集中を軽減する繊維設計が一方向 CFRP 複合材料の引張強度向上に重要であることが示
唆された。今後の材料設計の一助とする。 
― 250 ―
― 251 ―
